
日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

―
磯
漁
民
（
見
突
き
漁
民
）
の
漁
撈
伝
承
研
究
―

田

T

悟

要
　
旨

磯
漁
に
か
か
わ
る
研
究
目
的
の
一
つ
は
、
磯
漁
（
磯
漁
民
）
の
よ
う
に
各
地
の
沿
岸
（
海
浜
）
で
始
原
的
な
漁
撈
活
動
や
生
活
を
し

て
い
る
人
々
の
実
態
を
調
査
、
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
暮
ら
し
の
中
に
古
い
時
代
の
海
人
の
伝
統
生
活
を
み
い
だ
し
、
文
化
要

素
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
四
囲
環
海
の
わ
が
国
に
お
け
る
国
民
の
基
層
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
文
化
要
素
を
摘
出
す
る
た
め
の
基
礎
調
査
で
あ

り
、
研
究
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

本
稿
で
は
海
人
の
移
動
・
漂
泊
に
か
か
わ
り
の
深
い
長
崎
県
西
彼
杵
郡
一
帯
の
「
家
船

え
ぶ
ね

」
に
か
か
わ
る
調
査
を
中
心
に
、「
家
船
」

の
人
々
が
移
動
・
漂
泊
を
や
め
、
岡
（
陸
）
に
定
住
す
る
こ
と
の
過
程
に
あ
わ
せ
、
漁
撈
伝
承
・
漁
法
の
伝
統
性
等
を
み
て
い
く
。
そ

の
事
例
と
し
て
西
彼
杵
郡
沿
岸
の
四
地
域
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

磯
漁
　
見
突
き
漁
　
ホ
コ
ツ
キ
　
ア
ワ
ビ
　
家
船
　
モ
グ
リ
　
海
村
文
化
　
漁
撈
文
化
　
漁
撈
伝
承
　
漂
泊
　
民
具
の
法
則

一

〈
論
　
文
（
民
俗
学
）
〉
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（1）

研
究
目
的
（
承
前
）

（2）

磯
漁
の
伝
統
的
存
在
形
態
に
関
す
る
実
証
的
調
査
と
研
究

（
長
崎
県
西
彼
杵

に
し
そ
の
ぎ

郡
一
帯
の
磯
漁
伝
統
）

は
じ
め
に

地
域
の
史
的
背
景
な
ど

[Ⅰ]

長
崎
県
西
彼
杵
郡
崎
戸
町
西
中
戸

に
し
な
か
と

（
蛎か
き

ノの

浦う
ら

島
）
の
「
ホ
コ
ツ
キ
」

（
一
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法

（
二
）
ホ
コ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具

（
三
）
そ
の
他
の
聞
取
り

（
四
）
ま
と
め

[Ⅱ]

長
崎
県
西
彼
杵
郡
崎
戸
町
本
郷
今
泊

こ
ん
ど
ま
り（
蛎
ノ
浦
島
）
の
「
ホ
コ
ツ
キ
」

（
一
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法

（
二
）
ホ
コ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具

（
三
）
そ
の
他
の
聞
取
り

（
四
）
ま
と
め
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[Ⅲ]

長
崎
県
西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町
向
島
下
波
し
も
は
と

の
「
ホ
コ
ツ
キ
」

（
一
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法

（
二
）
ホ
コ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具

（
三
）
そ
の
他
の
聞
取
り

（
四
）
ま
と
め

[Ⅳ]

長
崎
県
長
崎
市
小お

ヶが

倉く
ら

字あ
だ

柳や
な
ぎの
「
ホ
コ
ツ
キ
」

（
一
）
は
じ
め
に

（
二
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法

（
三
）
ホ
コ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具

（
四
）
そ
の
他
の
聞
取
り

（
四
）
ま
と
め

小
括
（
お
わ
り
に
）



（1）
研
究
目
的
（
承
前
）

本
稿
で
い
う
「
磯
漁
」
と
は
、
ム
ラ
の
地
先
に
お
け
る
磯
浜
海
岸
や
砂
浜
海
岸
な
ど
海
浜
の
漁
場
に
お
い
て
、
魚
貝
藻
（
魚
介
）
類

の
捕
採
に
あ
た
る
男
女
の
漁
撈
民
・
漁
業
者
一
般
と
そ
れ
を
手
助
け
す
る
家
族
な
ど
に
よ
る
漁
撈
・
漁
業
を
い
う
。
し
か
し
、
裸
潜
水

漁
に
よ
っ
て
魚
貝
藻
類
の
捕
採
に
あ
た
る
、
所
謂
蜑
人
あ
　
ま

（
海
人
・
海
士
・
海
女
）
は
基
本
的
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
本
稿

の
調
査
の
よ
う
に
「
家
船
え
ぶ
ね

」
で
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
中
に
は
裸
潜
水
漁
を
行
っ
て
き
た
人
々
も
い
る
の
で
そ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
。

裸
潜
水
漁
撈
者
で
あ
る
蜑
人
を
基
本
的
に
含
め
な
か
っ
た
理
由
は
別
稿
で
あ
つ
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
蜑
人
に
関
し
て

は
拙
著
『
日
本
蜑
人
あ
　
ま

伝
統
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
平
成
二
年
）
及
び
『
近
世
日
本
蜑
人
伝
統
の
研
究
』（
慶
友
社
・
平
成
十
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、「
徒か
ち

（
歩
）
磯
漁
」
と
よ
ば
れ
る
小
船
を
使
用
し
な
い
「
徒
」
に
よ
る
磯
漁
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。「
徒
歩
」

に
よ
る
「
磯
漁
」
に
つ
い
て
は
別
稿
で
あ
つ
か
い
た
い
。

磯
漁
伝
統
の
研
究
目
的
の
一
つ
は
、
四
囲
が
海
の
わ
が
国
に
あ
っ
て
、
海
と
の
か
か
わ
り
を
も
ち
つ
つ
暮
ら
し
を
た
て
て
き
た
人
々

の
始
原
的
で
素
朴
に
し
て
基
層
的
な
生
活
伝
統
が
伺
え
る
た
め
。
こ
の
方
面
の
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
で
海
浜
生
活
の
基
層
文
化
の
要

素
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
わ
が
国
の
沿
岸
各
地
で
漁
業
が
産
業
と
し
て
本
格
化
す
る
以
前
の
、

物
々
交
換
を
主
と
し
た
沿
岸
各
地
の
生
活
の
様
子
を
見
い
だ
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
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（2）
磯
漁
の
伝
統
的
存
在
形
態
に
関
す
る
実
証
的
調
査
と
研
究

（
長
崎
県
西
彼
杵
郡
一
帯
の
磯
漁
伝
統
）

は
じ
め
に

こ
の
地
域
の
磯
漁
伝
統
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
長
崎
県
沿
岸
諸
地
域
の
磯
漁
は
「
家
船
」（
エ
ブ
ネ
）
と
呼
ば
れ
る
人
々
の

伝
統
的
な
暮
ら
し
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
エ
ブ
ネ
と
呼
ば
れ
る
通
り
、
船
住
ま
い
を
し
な
が
ら
沿
岸
各
地
域
を
移
動
し
つ
つ
漁
業
を
お

こ
な
い
、
か
つ
て
は
物
々
交
換
を
主
と
し
て
暮
ら
し
を
た
て
て
き
た
沿
岸
漁
民
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
生
産
・
生
業
の
構
造
（
内
容
）
は
い
た
っ
て
単
純
で
あ
り
、
漁
具
の
保
有
も
必
要
最
低
限
度
で
あ
る
が
、
そ
の
シ
ン

プ
ル
な
暮
ら
し
の
中
に
、
古
い
時
代
か
ら
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
磯
漁
の
伝
統
を
見
い
出
す
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
地
域
で
あ
る
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
は
、
江
戸
時
代
に
各
地
の
沿
岸
で
漁
業
が
産
業
と
し
て
本
格
化
す
る
以
前
の
、
わ
が
国
各
地
沿
岸

の
様
子
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
、
再
現
で
き
る
要
素
が
あ
る
と
い
え
る
。

地
域
の
史
的
背
景
な
ど

長
崎
県
西
彼
杵
郡
崎
戸
町
に
関
し
て
は
、
地
元
で
刊
行
さ
れ
た
『
崎
戸
町
の
歴
史
』
お
よ
び
『
町
勢
要
覧
』
等
で
史
的
背
景
な
ど
の

概
要
を
知
る
に
と
ど
ま
る
。

五

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[=]

田
　
T



寛
永
の
頃
、
外
国
船
の
警
備
の
た
め
に
、
こ
の
地
域
の
沿
岸
に
番
所
が
置
か
れ
た
ほ
か
、
流
刑
地
と
し
て
、
ま
た
、
延
宝
元
年
（
一

六
七
三
）
に
は
捕
鯨
の
基
地
と
し
て
崎
戸
島
を
は
じ
め
、
江
ノ
島
、
平
島
は
し
だ
い
に
人
口
が
増
加
し
つ
つ
幕
末
に
至
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
作
と
い
う
『
大
村
藩
郷
村
記
』
お
よ
び
『
大
村
藩
史
』
に
は
「
瀬
戸
・
蠣
之
浦
三
村
に
家
船
百
二

十
、
お
よ
そ
人
員
五
百
余
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
注
（1）
。

ま
た
、
木
島
甚
久
著
『
日
本
漁
業
史
論
考
』
注
（2）
に
よ
れ
ば
、『
大
村
藩
郷
村
記
』
は
「
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
後
」
の
編
纂
と
思

わ
れ
る
と
し
た
う
え
で
、『
郷
村
記
』
に
「
瀬
戸
村
竈
数
男
女
数
竝
案
旨
分
之
事
の
部
に
、
本
村
の
竈
数
六
百
七
十
九
軒
か
ら
家
船
だ

け
は
別
記
し
、
家
船
六
十
三
艘
男
女
三
百
九
人
・
内
男
百
五
十
八
人
・
女
百
五
十
一
人
・
家
船
皆
眞
宗
」
と
あ
る
。

こ
の
地
域
は
戦
国
期
以
降
、
大
村
藩
領
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た
が
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
大
村
藩
は
廃
さ
れ
、
崎
戸
村

と
な
っ
た
頃
は
、
上
述
書
に
よ
る
と
崎
戸
村
は
約
二
百
四
十
戸
の
家
数
の
漁
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、『
漂
海
民
の
人
類
学
』
注
（3）

に
よ
れ
ば
、「
明
治
十
九
年
、
崎
戸
島
に
連
結
し
て
い
る
突
起
の
、
流
れ
の
は
や
い
所
と
し
て
有
名
な
、
ア
ワ
ビ
の
棲
息
に
適
し
た
妹

島
南
方
の
海
底
で
、
潜
水
中
の
ア
ワ
ビ
採
り
の
漁
夫
が
石
炭
の
塊
を
拾
っ
た
こ
と
で
露
頭
が
発
見
さ
れ
、
島
内
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
、

炭
層
の
存
在
が
確
認
さ
れ
」、
石
炭
産
業
の
地
と
し
て
発
達
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
、
炭
坑
労
働
者
が
数
多
く
島
内
に
流
入
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

他
方
、
西に
し

中な
か

戸と

や
今
泊

こ
ん
ど
ま
り
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、「
今
泊
は
本
郷
と
海
峡
を
隔
て
た
対
岸
の
蛎
ノ
浦
島
に
属
す
る
家
船
の

集
落
で
あ
る
。
一
般
に
は
中
戸
家
船
と
同
じ
く
、
西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町
の
瀬
戸
家
船
か
ら
分
か
れ
た
一
派
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
九
年
一
月
の
調
査
時
点
で
十
四
世
帯
あ
り
、
古
く
か
ら
対
岸
の
本
郷
に
支
配
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
集
落
に
は
井
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戸
な
ど
の
水
源
が
な
い
の
で
、
水
を
本
郷
に
も
ら
い
に
行
っ
た
り
、
物
々
交
換
で
も
、
本
郷
に
従
属
的
な
立
場
に
あ
る
」
と
同
書
に
記

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
西
中
戸
」
あ
る
い
は
「
宮
崎
」
と
よ
ば
れ
る
集
落
は
、
中
戸
集
落
に
最
も
近
い
集
落
で
、
八
世
帯
、
井
戸
を
持
つ
家
も
多

い
と
み
え
る
。

[Ⅰ]
長
崎
県
西
彼
杵
郡
崎
戸
町
西に
し

中な
か

戸と

（
蛎か
き

ノの

浦う
ら

島
）
の
「
ホ
コ
ツ
キ
」

（
一
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法

西
中
戸
で
は
夏
季
の
モ
グ
リ
（
裸
潜
水
漁
）
と
冬
季
の
ホ
コ
ツ
キ
を
主
に
暮
ら
し
を
た
て
て
き
た
。

家
船
の
人
々
が
こ
の
地
に
定
住
す
る
以
前
、
話
者
の
家
族
は
大
島
の
寺
島
に
い
た
の
だ
が
、
以
後
、
西
中
戸
に
来
て
、
家
船
は
増
え

た
と
い
う
。
調
査
当
時
に
は
二
十
二
軒
か
ら
二
十
三
軒
の
家
族
を
数
え
た
。

定
住
す
る
以
前
、
家
船
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
は
、
大
島
、
崎
戸
、
江
ノ
島
や
五
島
列
島
方
面
ま
で
も
で
か
け
、
出
か
け
た
先
々
で
定

住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
た
。
中
戸
の
中
で
も
西
中
戸
の
漁
業
者
だ
け
が
裸
潜
水
漁
を
お
こ
な
う
。
裸
潜
水
漁
や
潜
る
こ
と
を

「
ス
ム
」
と
も
い
う
。

ま
た
、
船
上
よ
り
、
海
中
、
海
底
を
見
定
め
て
魚
貝
藻
（
魚
介
）
類
の
捕
採
を
お
こ
な
う
こ
と
を
、
上
述
の
よ
う
に
「
ホ
コ
ツ
キ
」

と
よ
ん
で
き
た
。

七

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[=]
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ホ
コ
ツ
キ
で
の
主
な
捕
採
対
象
物
は
ア
ワ
ビ
で
あ
る
。
ア
ワ
ビ
採
取
の
た
め
の
ホ

コ
ツ
キ
は
十
二
月
の
初
旬
か
ら
は
じ
ま
り
、
翌
年
の
四
月
い
っ
ぱ
い
頃
ま
で
続
け
ら

れ
る
。
磯
魚
や
タ
コ
な
ど
を
ホ
コ
ツ
キ
で
捕
獲
す
る
の
は
一
年
を
と
お
し
て
だ
が
、

主
に
十
月
、
十
一
月
の
二
ヶ
月
間
は
漁
獲
が
多
い
と
い
う
。

西
中
戸
の
旧
家
船
居
住
者
は
、
裸
潜
水
漁
に
つ
い
て
、
以
前
は
「
ス
ム
」
と
い
っ

て
い
た
が
、
調
査
当
時
の
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
は
「
モ
グ
ル
」
と
い
う

語
彙
を
使
っ
て
い
た
。
そ
の
モ
グ
リ
に
よ
る
作
業
の
時
期
は
、
早
け
れ
ば
五
月
初
旬

か
ら
、
九
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
の
五
ヶ
月
間
で
あ
る
が
、
普
通
は
六
月
初
旬
か
ら
九
月

い
っ
ぱ
い
ま
で
の
約
四
ヶ
月
間
で
あ
っ
た
。

ア
ワ
ビ
採
取
の
ほ
か
に
、
イ
シ
ダ
イ
を
は
じ
め
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ア
ラ
な
ど
を
「
ツ

バ
ク
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
「
モ
リ
」
を
用
い
て
突
き
取
っ
た
。

そ
の
他
、
イ
サ
キ
の
追
込
網
は
四
月
初
旬
か
ら
九
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
、
共
同
の
漁

と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
船
数
は
十
二
艘
か
ら
十
四
・
五
艘
の
船
団
を
組
ん
で

お
こ
な
わ
れ
る
規
模
の
大
き
な
漁
で
、
水
深
二
十
尋
か
ら
三
十
尋
の
沖
か
ら
、
鉄
製

の
ク
サ
リ
を
二
つ
ぐ
ら
い
縄
に
結
び
つ
け
て
魚
を
お
ど
し
な
が
ら
浅
い
場
所
に
追
込

み
、
イ
サ
キ
を
追
込
ん
だ
あ
と
、
途
中
で
網
を
入
れ
、
張
っ
た
網
の
中
に
入
れ
る
よ

う
に
し
て
漁
獲
す
る
。
個
人
で
網
を
所
有
し
て
し
な
い
者
で
も
追
込
み
を
手
伝
い
、

九

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
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長崎県西彼杵郡崎戸町西中戸（蛎ノ浦島）の漁業生産暦（新暦） 江崎三太郎氏聞書 （昭和６年２月15日生） 

魚種・漁法 

ホコツキ 
 

スム（モグリ） 

イサキ追込網 

タイカズラ網 

摘 要

アワビ 

魚突き・タコ等 

 

共同の漁 

共同の漁 

１月 ２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ７月 ６月 ５月 ４月 

アワビ 
魚突き（イシダイ） 

（昭和52年７月29日調査） （注） 
「モグリ」に関する調査結果の報告は 
拙著『日本蜑人伝統の研究』を参照されたい。 



分
け
前
を
も
ら
う
。
網
子
の
役
割
を
す
る
の
で
あ
る
。

タ
イ
の
カ
ズ
ラ
網
も
同
じ
よ
う
な
共
同
の
漁
法
で
あ
る
。
ブ
リ
と
呼
ば
れ
る
オ
ド
シ
を
使
っ
て
タ
イ
を
網
の
中
に
追
込
ん
だ
。
漁
期

は
三
月
初
旬
か
ら
十
月
下
旬
ま
で
。

話
者
の
江
崎
三
太
郎
氏
宅
で
は
定
住
以
前
は
家
船
で
暮
ら
し
て
き
た
の
で
漁
業
専
業
で
、
定
住
以
後
も
農
業
は
ま
っ
た
く
お
こ
な
っ

て
い
な
い
。（

二
）
ホ
コ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具

上
述
し
た
よ
う
に
、
エ
ブ
ネ
（
家
船
）
の
上
か
ら
箱
眼
鏡
を
用
い
て
海
中
、
海
底
を
覗
き
見
て
、
棹
（
竿
）
の
先
に
付
け
た
鉄
製
の

「
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
」
で
ア
ワ
ビ
を
採
取
し
た
り
、「
ホ
コ
」
で
魚
突
き
を
お
こ
な
う
な
ど
の
漁
法
を
西
中
戸
で
は
「
ホ
コ
ツ
キ
」
と
い
う
。

生
産
暦
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
個
人
で
の
漁
業
生
産
は
冬
季
の
ホ
コ
ツ
キ
と
夏
季
の
モ
グ
リ
と
の
組
み
合
わ
せ
で
一
年
間
の
生
産
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
い
る
人
々
も
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
共
同
（
団
体
）
で
の
漁
業
生
産
で
あ
る
イ
サ
キ
追
込
網
や
タ
イ
カ
ズ
ラ
網

を
お
こ
な
っ
て
い
る
人
も
い
る
ほ
か
、
逆
に
、
追
込
網
や
カ
ズ
ラ
網
が
主
で
、
そ
の
あ
い
ま
に
ホ
コ
ツ
キ
を
お
こ
な
う
人
も
い
る
。

（
三
）
そ
の
他
の
聞
取
り

家
船
暮
ら
し
の
時
代
の
船
は
、
家
族
全
員
が
船
上
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、
船
の
横
幅
も
フ
ト
ク
（
太
く
）、
肩
幅
は
お
よ
そ
七
尺

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
船
の
長
さ
は
全
長
四
尋
か
ら
五
尋
は
あ
っ
た
。（
一
尋
は
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）。
操
船
に
は
帆
と
櫓
を
使
っ
た
。

千
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（
四
）
ま
と
め

本
調
査
は
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
七
月
二
十
九
日
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
内
容
は
長
崎
県
西
彼
杵
郡
崎
戸
町
中

戸
（
蛎
ノ
浦
島
）
五
七
四
に
在
住
の
江
崎
三
太
郎
氏
（
昭
和
六
年
二
月
十
五
日
生
）
か
ら
の
聞
取
り
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
地
で
は
モ
グ
リ
（
裸
潜
水
漁
）
の
こ
と
を
以
前
は
「
ス
ム
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
時
代
に
よ
り
語
彙
の
変
化
が
み
ら
れ
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
家
船
の
暮
ら
し
は
生
産
構
造
が
単
純
で
あ
り
、
漁
獲
物
の
う
ち
で
も
ア
ワ
ビ
採
取
に
た
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
磯
漁
伝
統
が
存
続
す
る
根
源
的
な
あ
り
方
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
わ
が
国
で
磯
漁
（
見
突
き
漁
）
が
伝
統
的
に
存
続
で
き
た
背
景
に
は
、
日
本
の
沿
岸
各
地
に
経
済
的
価
値
の
高
い
ア
ワ
ビ

が
生
息
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
も
捕
採
対
象
物
は
地
域
に
よ
っ
て
多
少
の
ち
が
い
は
あ
っ
て
も
、

生
業
と
し
て
の
磯
漁
（
見
突
き
漁
）
の
存
続
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
は
ア
ワ
ビ
で
あ
り
、
ア
ワ
ビ
採
取
に
か
か
わ
る
磯
漁
の
比
重
は
大

き
い
。
も
し
、
わ
が
国
沿
岸
に
ア
ワ
ビ
が
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
各
地
で
伝
統
的
な
磯
漁
（
見
突
き
漁
）
は

お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

[Ⅱ]
長
崎
県
西
彼
杵
郡
崎
戸
町
本
郷
今
泊

こ
ん
ど
ま
り（
蛎
ノ
浦
島
）
の
「
ホ
コ
ツ
キ
」

（
一
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法

一
一

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
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今
泊

こ
ん
ど
ま
り
に
在
住
の
話
者
海
辺
又
四
郎
氏
の
漁
業
生
産
暦
は
、
年
間
を
通
し
て
の
「
ホ

コ
ツ
キ
」（
鉾
突
）
と
夏
季
の
「
ハ
ダ
カ
モ
グ
リ
」
に
限
ら
れ
、
い
た
っ
て
シ
ン
プ

ル
で
あ
る
。

船
上
か
ら
海
中
、
海
底
を
見
定
め
て
お
こ
な
う
ホ
コ
ツ
キ
は
年
間
を
通
し
て
お
こ

な
わ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
生
業
は
、
以
前
、「
エ
ブ
ネ
」（
家
船
）
で
暮
ら
し
て
き
た
の
で
あ
る
か

ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ア
ワ
ビ
採
取
に
は
禁
漁
期
間
が
あ
り
、
そ
の
禁
漁
期
間

は
十
一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
と
決
め
ら
れ
て
い
た
の

で
、
こ
の
間
は
ア
ワ
ビ
採
取
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
サ
ザ
エ
を
は
じ
め
磯
魚
で
あ
る

キ
ッ
コ
リ
、
オ
オ
ガ
シ
、
イ
シ
ダ
イ
な
ど
を
主
に
、
先
端
が
三
本
に
分
か
れ
た
鉄
製

の
ホ
コ
で
捕
獲
す
る
ほ
か
、
タ
コ
を
捕
獲
し
た
り
し
て
き
た
。

ま
た
、
ナ
マ
コ
は
十
一
月
初
旬
よ
り
翌
年
の
三
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
の
冬
の
時
期
に

捕
獲
し
た
。

海
藻
採
取
の
主
な
も
の
は
ワ
カ
メ
で
、
以
前
は
旧
暦
の
二
月
二
日
よ
り
採
取
が
は

じ
ま
っ
た
が
、
近
年
は
三
月
二
十
日
よ
り
四
月
十
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
が
主
な
漁

期
。
だ
が
、
年
に
よ
っ
て
は
四
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
採
取
し
た
年
も
あ
っ
た
。

夏
季
の
「
ハ
ダ
カ
モ
グ
リ
」
は
六
月
初
旬
に
は
じ
ま
り
、
九
月
い
っ
ぱ
い
お
こ
な

千
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長崎県西彼杵郡崎戸町本郷今泊（蛎ノ浦島）の漁業生産暦（新暦） 海辺又四郎氏聞書 （大正４年９月20日生） 

魚種・漁法 

 

 
ホコツキ （鉾　突） 

 

ハダカモグリ 

摘 要

 

サザエ 

 

ナマコ 

ワカメ 

１月 ２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ７月 ６月 ５月 ４月 

魚・タコ 
（キッコリ・オオガン等） 

（旧暦の 
２月２日より） 

アワビ・サザエ・魚 
（キッコリ・オオガン・イシダイ） 

アワビ 
（禁漁11月20～12月20日） 

（昭和52年７月27日調査） （注） 
「ハダカモグリ」に関する調査結果の報告は 
拙著『日本蜑人伝統の研究』を参照されたい。 



わ
れ
た
。
主
な
捕
採
対
象
物
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
の
採
取
の
他
、
磯
魚
の
キ
ッ
コ
リ
、
オ
オ
ガ
ン
、
イ
シ
ダ
イ
な
ど
を
ホ
コ
で
突
く
こ

と
で
あ
っ
た
。

（
二
）
ホ
コ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具

ホ
コ
ツ
キ
で
船
上
よ
り
ア
ワ
ビ
採
取
を
お
こ
な
う
に
は
、「
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
」
ま
た
は
「
ア
ワ
ビ
ト
リ
」
と
呼
ば
れ
る
漁
具
が
用
い

ら
れ
て
き
た
。

「
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
」
の
先
端
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
、
長
さ
が
三
十
五
セ
ン
チ
、
丸
棒
の
太
さ
約
〇
・
六
セ
ン
チ
、
最
先
端
が
約
二
セ

ン
チ
ほ
ど
曲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
は
小
型
の
も
の
で
、
他
の
大
型
の
も
の
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
部
分
の
長
さ
が
約

五
十
セ
ン
チ
、
丸
棒
の
太
さ
約
〇
・
八
セ
ン
チ
で
、
先
端
部
分
は
四
セ
ン
チ
ほ
ど
曲
げ
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

長
さ
に
つ
な
げ
た
カ
シ
材
の
棹
（
竿
）
の
先
に
す
げ
ら
れ
て
い
る
。（
写
真
右
は
し
）

ま
た
、「
ア
ワ
ビ
ト
リ
」
と
呼
ば
れ
る
漁
具
は
、
先
端
の
鉄
の
部
分
が
二
叉
に
な
っ
て
い
る
。
鉄
製
の
部
分
の
長
さ
約
二
十
セ
ン
チ
、

丸
棒
の
太
さ
約
〇
・
九
セ
ン
チ
で
、
先
端
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
や
や
細
く
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
二
叉
に
開
い
た
先
端
部
分
の
幅
は
約

四
セ
ン
チ
。
こ
の
間
に
ア
ワ
ビ
を
は
さ
み
込
む
。（
写
真
参
照
）

し
た
が
っ
て
、
ア
ワ
ビ
の
生
息
し
て
い
る
場
所
の
海
底
の
様
子
に
よ
っ
て
、
採
取
し
や
す
い
「
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
」
か
「
ア
ワ
ビ
ト
リ
」

を
使
い
わ
け
る
。

ア
ワ
ビ
ト
リ
に
は
種
類
が
あ
り
、
水
深
が
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
メ
ー
ト
ル
と
、
深
い
場
所
の
ア
ワ
ビ
を
採
取
す
る
に
は
、
全
体
が
や

一
三

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[=]

田
　
T



千
葉
経
済
論
叢
　
第
35
号

一
四

や
大
型
の
も
の
で
、
重
量
の
あ
る
も
の
が
使
わ
れ
（
写
真
右
よ
り
三
本
目
）、
二
尋
か
ら
三
尋
の
浅
い
場
所
の
ア
ワ
ビ
を
挾
む
と
き
に

使
用
さ
れ
る
ア
ワ
ビ
ト
リ
（
写
真
右
よ
り
五
本
目
）
が
や
や
小
ぶ
り
で
深
い
場
所
で
使
用
さ
れ
る
も
の
よ
り
軽
い
。
い
ず
れ
も
カ
シ
材

の
棹
（
竿
）
の
先
端
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
ア
ワ
ビ
を
採
取
す
る
た
め
に
は
、「
カ
イ
サ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
道
具
が
使
用
さ
れ
る
。（
写
真
右
よ
り
二
本
目
）

カ
イ
サ
シ
は
、
岩
礁
に
付
着
し
て
い
る
ア
ワ
ビ
を
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
で
岩
礁
よ
り
は
が
し
、
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
（
裏
が
え
し
に
な
っ

て
）
海
底
に
落
ち
た
ア
ワ
ビ
の
肉
の
部
分
を
、
で
き
る
だ
け
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
突
き
刺
し
、
船
上
に
あ
げ
る
た
め
に
使
用

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
で
き
る
だ
け
小
型
に
製
作
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
カ
イ
サ
シ
は
ア
ワ
ビ
ト
リ
を
用
い
て
ア
ワ
ビ
を
岩
礁

か
ら
は
さ
み
取
っ
た
際
、
ア
ワ
ビ
が
海
底
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
時
に
は
、
同
じ
よ
う
に
使
用
す
る
。

カ
イ
サ
シ
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
、
先
の
部
分
が
二
又
に
分
か
れ
て
お
り
、
長
さ
が
三
セ
ン
チ
ほ
ど
。
直
径
〇
・
三
セ
ン
チ
ほ
ど
で
先

端
に
い
く
ほ
ど
細
く
な
っ
て
お
り
、
内
側
に
向
い
て
カ
エ
シ
（
イ
カ
シ
）
が
左
右
よ
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
竹
の
棹
（
竿
）
の
先
端
に

す
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
棹
（
竿
）
は
比
較
的
細
い
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。（
写
真
右
よ
り
二
本
目
）

サ
ザ
エ
は
先
端
が
三
つ
叉
に
な
っ
て
い
る
「
サ
ザ
エ
ハ
サ
ミ
」
を
用
い
て
挾
み
取
る
。
年
間
を
通
し
て
採
取
さ
れ
る
が
、
サ
ザ
エ
、

タ
コ
、
ワ
カ
メ
は
上
述
し
た
通
り
、
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
漁
で
、
特
に
ワ
カ
メ
採
取
は
旧
暦
の
二
月
二
日
に
な
る
と
お
こ
な
わ

れ
た
の
で
、
そ
の
頃
が
サ
ザ
エ
、
タ
コ
の
漁
獲
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

サ
ザ
エ
ハ
サ
ミ
の
先
端
は
鉄
製
の
丸
棒
の
長
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
約
十
セ
ン
チ
で
、
直
径
は
約
〇
・
六
セ
ン
チ
ほ
ど
。
カ
シ
材
の
棹
（
竿
）

の
先
に
す
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
端
部
分
の
三
本
に
分
か
れ
た
鉄
製
の
丸
棒
の
部
分
は
正
三
角
形
の
そ
れ
ぞ
れ
の
角
に
位
置
す
る
よ
う
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
先
端
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
開
い
て
す
げ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ザ
エ
を
挾
み
や
す
く
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
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る
。（
写
真
左
は
じ
）

ワ
カ
メ
等
の
海
藻
採
取
に
は
「
ワ
カ
メ
キ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
専
用
の
カ
マ
（
鎌
）
が
使
わ
れ
た
。
ワ
カ
メ
キ
リ
は
刃
の
長
さ

が
約
十
セ
ン
チ
、
幅
が
二
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
鉄
製
の
首
の
部
分
の
長
さ
が
二
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
る
。
カ
シ
材
の
柄
に
す
げ
ら
れ
て
い

る
が
棹
（
竿
）
の
先
端
部
分
だ
け
が
樫
材
で
、
後
の
部
分
は
竹
材
。（
写
真
左
側
よ
り
二
本
目
を
参
照
）

こ
の
ほ
か
、
ホ
コ
ツ
キ
を
お
こ
な
う
際
に
船
上
よ
り
海
中
、
海
底
を
覗
き
見
る
と
き
に
用
い
る
四
角
い
メ
ガ
ネ
を
「
ハ
コ
メ
ガ
ネ
」

と
呼
ん
で
い
る
。

話
者
の
海
辺
又
四
郎
氏
が
使
用
の
ハ
コ
メ
ガ
ネ
の
大
き
さ
は
、
上
部
の
覗
き
見
る
部
分
が
縦
横
と
も
六
寸
、
下
部
の
幅
の
広
い
部
分

が
縦
横
共
に
一
尺
六
寸
で
、
高
さ
（
深
さ
）
一
尺
八
寸
の
も
の
で
材
質
は
杉
材
。
船
大
工
に
注
文
し
て
製
作
し
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
と

い
う
。
黒
瀬
、
大
島
で
つ
く
っ
た
と
聞
い
た
。

話
者
が
使
用
し
て
い
る
他
の
ハ
コ
メ
ガ
ネ
の
実
測
結
果
は
、
顔
の
あ
た
る
上
部
は
、
縦
横
が
共
に
二
十
二
セ
ン
チ
、
下
部
の
ガ
ラ
ス

の
は
め
て
あ
る
部
分
の
縦
横
が
共
に
四
十
七
セ
ン
チ
、
高
さ
（
深
さ
）
は
五
十
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

こ
の
ハ
コ
メ
ガ
ネ
を
使
っ
て
海
中
、
海
底
を
覗
き
、
魚
貝
類
（
魚
介
）
類
等
の
捕
採
を
お
こ
な
う
の
は
船
の
舳
先
に
近
い
オ
モ
カ
ジ

側
（
進
行
方
向
右
側
）
で
あ
る
。
ハ
コ
メ
ガ
ネ
を
使
用
す
る
と
き
は
、
左
手
で
持
っ
て
覗
く
だ
け
で
、
特
に
細
紐
の
よ
う
な
も
の
で
船

に
縛
り
つ
け
て
お
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

ホ
コ
ツ
キ
の
棹
（
竿
）
に
用
い
る
竹
材
は
山
に
出
か
け
て
切
っ
て
き
た
も
の
を
使
用
し
た
。
ま
た
樫
材
の
棹
（
竿
）
は
、
船
の
櫓
の

古
い
材
を
削
っ
て
使
う
な
ど
、
廃
物
利
用
（
再
利
用
）
を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ホ
コ
ツ
キ
に
使
用
し
て
い
る
（
調
査
当
時
）
漁
船
は
、
肩
幅
約
三
尺
半
、
長
さ
約
十
六
尺
ほ
ど
の
小
型
の
漁
船
を
使
用
し
て
い
た
が
、

一
五
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家
船
時
代
の
船
は
、
肩
幅
約
六
尺
、
長
さ
は
約
二
十
尺
か
ら
二
十
五
尺
、
二
挺
櫓
を
使
っ
て
操
船
し
て
い
た
と
い
う
。

船
上
で
は
時
々
、
奥
さ
ん
も
魚
突
き
を
交
代
で
お
こ
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
聞
い
た
。

操
船
の
際
に
は
お
互
い
に
言
葉
を
か
け
あ
う
。
前
進
を
望
む
と
き
は
「
オ
シ
テ
ー
」、
ゆ
っ
く
り
前
進
の
時
は
「
ジ
ワ
ジ
ワ
ー
」、
オ

モ
カ
ジ
（
右
側
）
へ
は
「
オ
エ
エ
ー
」、
ト
リ
カ
ジ
（
左
側
）
へ
は
「
フ
カ
エ
ー
」
と
声
を
か
け
て
伝
え
な
が
ら
ホ
コ
ツ
キ
を
お
こ
な

っ
て
き
た
。（

三
）
そ
の
他
の
聞
取
り

崎
戸
島
に
は
家
船
の
暮
ら
し
か
ら
岡
（
陸
）
へ
あ
が
っ
た
人
は
い
な
い
が
、
蛎
ノ
浦
島
の
今
浦

こ
ん
う
ら

に
は
五
軒
か
ら
十
軒
ほ
ど
の
家
船
の

人
々
が
住
ん
で
お
り
、
今
で
は
（
調
査
当
時
）
で
は
漁
業
協
同
組
合
も
一
緒
に
な
っ
て
い
る
。
大
島
に
は
漁
業
協
同
組
合
が
一
つ
と
、

そ
の
支
所
が
三
つ
あ
り
、
崎
戸
漁
業
協
同
組
合
本
郷
支
所
に
は
組
合
員
が
百
数
十
人
は
い
る
と
い
う
。

本
郷
と
蛎
ノ
浦
は
元
浦
だ
と
云
っ
て
い
る
。
炭
坑
は
三
菱
が
経
営
し
て
い
た
が
十
年
前
（
調
査
時
の
）
に
閉
鎖
し
た
。

五
島
列
島
の
樫
ノ
浦
や
大
浜
（
富
浦
）
で
も
、
話
者
と
同
じ
ホ
コ
ツ
キ
の
漁
法
で
魚
貝
藻
類
の
捕
採
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
を
見
た

と
い
う
。

話
者
の
奥
さ
ん
（
チ
ン
さ
ん
）
も
、
た
ま
に
は
船
上
で
ホ
コ
ツ
キ
（
鉾
突
）
を
交
代
し
、
魚
突
き
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

捕
獲
し
た
魚
は
背
割
り
に
し
て
塩
に
し
、
天
日
乾
燥
し
て
お
く
。

家
船
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
は
、
港
に
は
い
る
と
ト
マ
ガ
ケ
を
し
て
碇
泊
す
る
と
、
女
が
漁
獲
物
を
持
っ
て
、
近
く
の
農
家
に
売
り
に
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出
か
け
た
。
ま
た
、
主
に
イ
モ
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）、
ム
ギ
（
大
麦
）、
野
菜
な
ど
と
物
々
交
換
を
し
た
。
漁
獲
物
を
仲
買
人
な
ど
に
売
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

海
上
禁
忌
な
ど
に
つ
い
て
は
、
家
船
で
暮
ら
し
て
い
た
時
代
に
は
、
牛
を
見
た
り
、「
岡
に
牛
が
通
っ
て
い
る
」
の
を
見
る
と
、
風

が
で
た
り
、
天
候
が
悪
く
な
る
と
い
っ
て
牛
を
き
ら
っ
た
。

「
サ
ル
」、「
ヘ
ビ
」、「
ネ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
船
上
で
使
っ
て
は
い
け
な
い
。

手
に
持
っ
て
い
る
包
丁
を
は
じ
め
「
切
れ
物
・
刃
物
」
は
も
と
よ
り
「
金
物
」
を
海
中
に
落
と
す
こ
と
を
き
ら
っ
た
。

梅
干
し
の
種
を
海
中
に
落
と
し
て
は
い
け
な
い
。

ハ
ダ
カ
モ
グ
リ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
際
、
潜
る
場
所
に
よ
り
、「
龍
宮
さ
ん
」
の
い
る
近
く
を
潜
る
と
「
寒
気
」
が
し
た
り
「
頭
痛
」

が
し
た
り
し
た
と
い
う
。

（
四
）
ま
と
め

本
調
査
は
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
七
月
二
十
七
日
と
二
十
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
内
容
は
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
崎
戸
町
本
郷
今
泊

こ
ん
ど
ま
り
（
蛎
ノ
浦
島
）
一
九
四
五
に
在
住
の
海
辺
又
四
郎
氏
（
大
正
四
年
九
月
二
十

日
生
）
と
奥
様
の
海
辺
チ
ン
さ
ん
（
大
正
八
年
四
月
十
五
日
生
）
か
ら
の
聞
取
り
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

話
者
は
西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町
よ
り
、
こ
の
地
に
来
て
岡
あ
が
り
を
し
て
定
住
し
た
と
伺
っ
た
。
蛎
ノ
浦
島
の
今
泊
に
は
、
同
じ
よ
う

に
岡
あ
が
っ
た
家
族
が
十
軒
ほ
ど
あ
る
が
、
調
査
当
時
は
す
で
に
漁
業
協
同
組
合
に
も
一
緒
に
は
い
っ
て
い
た
。
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本
調
査
に
お
け
る
漁
具
は
す
べ
て
話
者
の
海
辺
又
四
郎
氏
所
有
の
も
の
で
、
実
測
や
写
真
撮
影
に
関
し
て
、
格
別
の
ご
高
配
を
得
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
八
日
の
午
前
中
は
海
辺
夫
妻
と
ホ
コ
ツ
キ
（
漁
）
に
出
漁
す
る
機
会
を
得
て
、
タ
コ
ツ
キ
、
サ
ザ
エ
採
取
な
ど
を
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
し
、
写
真
撮
影
も
お
こ
な
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

生
産
暦
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
話
者
が
お
こ
な
っ
て
き
た
生
産
・
生
業
に
関
す
る
魚
種
や
漁
法
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ホ
コ
ツ
キ
（
鉾
突
漁
）
と
い
う
漁
業
生
産
活
動
が
い
か
に
始
原
的
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ワ
ビ
採
取
を
お
こ
な
う
際
の
よ
う
に
漁
具
を
数
種
類
準
備
し
て
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
分
化
し
た
専
門
性

を
象
徴
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
と
い
う
の
は
、
民
具
は
、
そ
の
使
用
す
る
「
ヒ
ト
」
に
と
っ
て
、
専
門
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
数
が

増
え
、
仕
事
（
作
業
）
工
程
・
生
産
過
程
（
生
業
過
程
）
が
分
化
す
る
と
い
う
法
則
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
民
具
は
、
そ
れ
を
使
用
す
る
「
ヒ
ト
」
が
専
門
家
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
細
分
化
さ
れ
て
数
を
増
し
て
い
く
も
の
で
あ
る

と
い
う
、
筆
者
の
提
唱
し
て
き
た
「
民
具
の
法
則
」
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

[Ⅲ]
長
崎
県
西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町
向
島
下
波
し
も
は
と

の
「
ホ
コ
ツ
キ
」

（
一
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法
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話
者
の
岩
瀬
浅
蔵
氏
（
大
正
十
五
年
三
月
十
二
日
生
）
及
び
岩
瀬
竹
四
郎
氏
（
大
正
十
二
年
六
月
十
五
日
生
）
は
「
家
船
」
で
生
活

し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
頃
か
ら
四
十
五
年
頃
に
か
け
て
、
福
島
の
埋
立
て
が
す
す
み
、
島
で
な
く
な
っ
た
頃
か
ら
岡
に
あ
が
っ

て
定
住
し
た
と
聞
い
た
。

家
船
で
の
生
業
と
し
て
の
暮
ら
し
は
一
年
を
通
し
て
単
純
で
、「
ホ
コ
ツ
キ
」（
鉾
突
）
と
「
ス
ム
」（
裸
潜
水
漁
を
お
こ
な
う
こ
と
）

で
あ
っ
た
。

ホ
コ
ツ
キ
は
九
月
初
旬
か
ら
翌
年
の
四
月
い
っ
ぱ
い
が
普
通
だ
が
、
五
月
下
旬
頃
ま
で
続
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
主
に
ア
ワ
ビ
、
サ

ザ
エ
、
ナ
マ
コ
の
捕
採
の
ほ
か
に
魚
突
き
を
お
こ
な
っ
た
が
、
魚
突
き
の
数
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
裸
潜
水
漁
は
、
は
や
け
れ
ば
五
月
初
旬
頃
か
ら
は
じ
め
る
が
、
普
通
は
六
月
初
旬
頃
か
ら
八
月
下
旬
頃
ま
で
。
九
月
い
っ
ぱ

い
ま
で
お
こ
な
う
年
も
あ
っ
た
。

主
な
捕
採
対
象
物
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
の
貝
類
だ
が
イ
シ
ダ
イ
（
フ
サ
）
な
ど
の
魚
突
き
も
お
こ
な
っ
て
き
た
。

個
人
的
に
は
、
釣
り
漁
や
網
漁
を
お
こ
な
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
漁
網
を
所
有
し
て
い
る
仲
間
の
家
船
（
網
主
）
の
網
子
と
し
て

キ
ビ
ナ
ゴ
の
地
曳
網
を
手
伝
っ
た
り
、
冬
場
に
タ
イ
の
カ
ズ
ラ
網
漁
の
手
伝
い
を
お
こ
な
う
こ
と
は
あ
っ
た注（4）
。

（
二
）
ホ
コ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具

こ
の
地
の
家
船
で
の
ホ
コ
ツ
キ
は
、
口
碑
に
よ
れ
ば
二
百
五
十
年
も
の
伝
統
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

ホ
コ
ツ
キ
で
は
上
述
の
よ
う
に
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ナ
マ
コ
の
捕
採
の
ほ
か
に
魚
突
き
も
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ



エ
の
捕
採
が
主
で
、
魚
の
漁
獲
は
少
な
か
っ
た
。

ア
ワ
ビ
採
取
に
は
竹
棹
（
竿
）
の
先
に
鉄
製
の
「
ヒ
ラ
オ
コ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
箆
状
の
道
具
を

つ
け
て
使
っ
た
。
ヒ
ラ
オ
コ
シ
は
長
さ
九
セ
ン
チ
、
幅
一
・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
ほ

ど
の
鉄
製
の
箆
状
を
し
た
道
具
で
、
先
端
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
や
や
幅
が
広
く
、
丸
み
を
お

び
て
お
り
、
厚
さ
は
う
す
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
鉄
製
の
部
分
は
、
全
体
の
長
さ
は
約
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
る
が
半
分
近
く
は
柄
の
部
分
に

そ
わ
せ
る
よ
う
な
状
態
で
す
げ
ら
れ
て
い
る
。（
写
真
参
照
）

古
い
時
代
に
は
、
柄
は
竹
棹
（
竿
）
で
あ
っ
た
と
い
い
、
こ
の
ヒ
ラ
オ
コ
シ
で
岩
礁
に
付
着
し

て
い
る
ア
ワ
ビ
を
突
き
は
が
し
た
あ
と
、
ひ
っ
く
り
返
っ
た
（
裏
返
っ
た
）
肉
の
部
分
に
「
キ
ャ

ー
サ
シ
」（
カ
イ
サ
シ
）
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
使
っ
て
ア
ワ
ビ
の
肉
の
部
分
を
突
き
さ
し
て
採
取
し

て
い
た
と
い
う
。（
今
泊
の
項
参
照
）

キ
ャ
ー
サ
シ
は
二
叉
に
分
か
れ
た
小
さ
な
ホ
コ
で
左
右
か
ら
カ
エ
シ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
先

端
の
幅
は
一
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
開
い
て
い
る
。
全
長
約
九
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
先
端
の
約
三
セ
ン
チ

ほ
ど
が
二
本
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
鉄
製
の
キ
ャ
ー
サ
シ
を
竹
棹
（
竿
）
の
先
端
に
と
り
付
け

て
使
用
す
る
。
ヒ
ラ
オ
コ
シ
で
裏
返
し
た
ア
ワ
ビ
を
突
き
さ
し
て
船
上
に
あ
げ
る
。

ア
ワ
ビ
と
り
は
、
最
近
は
「
カ
ギ
」
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
以
前
は
す
べ
て

ヒ
ラ
オ
コ
シ
と
キ
ャ
ー
サ
シ
を
使
っ
て
採
取
し
て
い
た
と
聞
い
た
。
ま
た
最
近
使
用
さ
れ
て
い
る
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長崎県西彼杵郡大瀬戸町向島下波の漁業生産暦（新暦） 
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「
カ
ギ
」
は
丸
形
で
は
な
く
「
角
型
」
の
も
の
。

サ
ザ
エ
は
「
サ
ザ
エ
バ
サ
ミ
」
を
使
っ
て
採
取
す
る
。
サ
ザ
エ
バ
サ
ミ
は
先
端
が
三
本
に
分
か
れ
た
鉄
製
の
道
具
で
、
そ
れ
が
棹

（
竿
）
の
先
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

魚
類
は
船
上
か
ら
「
ホ
コ
」
を
用
い
て
突
き
さ
す
。
ホ
コ
の
先
端
は
三
本
に
分
か
れ
て
お
り
、
真
中
の
一
本
が
極
端
に
短
か
い
の
が

こ
の
地
域
の
ホ
コ
の
形
態
の
特
徴
で
あ
る
。

ホ
コ
ツ
キ
の
道
具
の
柄
（
棹
・
竿
）
は
す
べ
て
竹
材
を
用
い
て
き
た
。
棹
（
竿
）
に
用
い
る
竹
材
は
「
マ
ダ
ケ
」
で
山
に
行
っ
て
切

っ
て
き
た
も
の
を
自
製
し
た
。

「
カ
ガ
ミ
」（
箱
眼
鏡
）
が
な
か
っ
た
時
代
に
は
「
ト
ラ
シ
ア
ブ
ラ
」
と
い
う
エ
イ
の
内
臓
（
キ
モ
）
な
ど
か
ら
と
る
油
を
海
面
に
流

し
、
風
が
と
ま
っ
た
と
き
に
船
上
か
ら
海
中
、
海
底
を
見
定
め
て
、
捕
採
対
象
物
を
確
認
し
、
捕
採
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
カ
ガ
ミ

は
杉
材
の
板
を
用
い
て
自
製
し
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
大
き
さ
に
は
個
人
差
が
あ
る
。

（
三
）
そ
の
他
の
聞
取
り

漁
船
は
瀬
戸
町
の
船
大
工
に
建
造
し
て
も
ら
っ
た
。
櫓
は
櫓
屋
が
長
崎
市
内
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
求
め
た
。
ま
た
、
櫓
屋
で
ア

カ
ガ
シ
（
赤
樫
）
の
櫓
に
使
う
材
と
同
じ
カ
シ
棒
を
買
い
、
そ
れ
を
自
分
で
削
っ
て
カ
シ
ザ
オ
（
樫
棹
・
竿
）
を
つ
く
っ
た
。

ホ
コ
ツ
キ
で
捕
採
し
た
漁
獲
物
は
ツ
ケ
ヤ
ド
と
呼
ば
れ
る
家
で
物
々
交
換
で
カ
エ
キ
（
交
換
）
し
た
。

昭
和
二
十
年
頃
ま
で
は
、
家
船
の
人
々
は
畑
な
ど
の
耕
地
を
ま
っ
た
く
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
主
食
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
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物
は
す
べ
て
物
々
交
換
に
た
よ
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
特
に
交
換
の
基
準
は
な
く
、
個
人
、
個
人
の
気
持
ち
で
交
換
を
お
こ
な
っ
て
い

た
と
い
う
。（

四
）
ま
と
め

本
調
査
は
昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
九
日
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
内
容
は
、
同
地
在
住
の
岩
瀬
浅
蔵
氏
（
大
正
十
五
年

三
月
十
二
日
生
）
及
び
岩
瀬
竹
四
郎
氏
（
大
正
十
二
年
六
月
十
五
日
生
）
か
ら
の
聞
取
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
域
で
は
ア
ワ
ビ
採
取
の
道
具
が
「
ヒ
ラ
オ
コ
シ
」
か
ら
「
カ
ギ
」
に
変
化
し
た
こ
と
、
ま
た
、「
カ
ガ
ミ
」
導
入
以
前
の
漁

法
と
し
て
「
ト
ラ
シ
ア
ブ
ラ
」
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
方
面
の
研
究
を
お
こ
な
い
、
他
地
域
と
比
較
す
る
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
も
貴
重
な
聞
取
り
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

[Ⅳ]
長
崎
県
長
崎
市
小お

ヶが

倉く
ら

字あ
だ

柳や
な
ぎの
「
ホ
コ
ツ
キ
」

（
一
）
は
じ
め
に

二
三

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
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こ
の
地
は
、
も
と
「
家
船
」
で
暮
ら
し
て
い
た
人
々
の
、
の
ち
に
な
っ
て
か
ら
の
定
住
地

で
、
話
者
も
四
十
年
ほ
ど
前
（
昭
和
十
年
頃
）、
こ
の
地
に
定
住
し
た
と
聞
い
た
。

こ
の
地
の
苗
字
が
明
石
あ
け
い
し

（
三
軒
）、
岩
瀬
（
二
軒
）、
中
瀬
（
二
軒
）、
三
島
（
二
軒
）
の
合

計
九
軒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
家
船
で
天
草
の
牛
深
方
面
へ
出
か
け
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

話
者
は
、
昭
和
二
十
九
年
死
去
し
た
明
石
己
代
作
氏
（
話
者
の
父
親
）
の
代
に
、
こ
の
地

に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
た
。

以
下
は
、
家
船
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
の
「
ホ
コ
ツ
キ
」（
鉾
突
）
と
「
カ
ツ
ギ
」（
裸
潜
水

漁
）
の
組
み
あ
わ
せ
に
よ
る
生
活
の
若
干
の
聞
取
り
調
査
の
結
果
で
あ
る
。

（
二
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法

家
船
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
は
、
十
月
初
め
か
ら
翌
年
の
三
月
の
終
わ
り
ま
で
「
ホ
コ
ツ
キ
」

（
鉾
突
）
を
お
こ
な
い
、
四
月
初
旬
か
ら
九
月
い
っ
ぱ
い
は
「
カ
ツ
ギ
」（
裸
潜
水
漁
）
を
お

こ
な
う
と
い
っ
た
生
活
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
家
船
で
の
生
業
の
た
て
か
た
は
、
前
述
し
た
長
崎
県
西
彼
杵
郡
の
大
瀬
戸
町

の
暮
ら
し
と
同
じ
で
、
同
地
に
は
親
戚
関
係
に
あ
た
る
人
達
も
お
り
、
大
瀬
戸
町
に
も
「
岩

瀬
」
と
い
う
本
調
査
地
と
同
じ
苗
字
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

二
五

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
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長崎県長崎市小ヶ倉字柳の漁業生産暦（新暦） 明石三之松氏聞書 
（大正５年11月20日生） 

おがくら 

魚種・漁法 
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ホ
コ
ツ
キ
で
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ワ
カ
メ
、
イ
セ
エ
ビ
な
ど
が
主
な
捕
獲
対
象
物
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ツ
ギ
（
裸
潜
水
漁
）
で
は

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
の
他
タ
コ
、
イ
セ
エ
ビ
の
捕
獲
や
魚
突
き
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

（
三
）
ホ
コ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具

ホ
コ
ツ
キ
で
使
用
す
る
「
ホ
コ
」
は
先
端
が
三
本
に
分
か
れ
た
鉄
製
の
も
の
で
、
柄
に
竹
棹
（
竿
）
を
付
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三

本
の
う
ち
、
中
の
一
本
が
短
か
い
の
が
特
色
で
、
内
側
に
カ
エ
シ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ア
ワ
ビ
は
棹
（
竿
）
の
先
に
付
け
た
鉄
製
の
「
カ
ギ
」
で
か
け
て
は
が
し
、「
キ
ャ
ー
サ
シ
」（
カ
イ
サ
シ
）
と
呼
ば
れ
る
約
三
セ
ン

チ
ほ
ど
の
長
さ
の
、
先
端
が
二
本
に
分
か
れ
た
小
型
の
ホ
コ
で
突
き
取
る
。
カ
ギ
の
鉄
製
の
部
分
の
長
さ
は
約
四
セ
ン
チ
あ
る
が
、
長

さ
の
異
な
る
カ
ギ
を
数
本
準
備
し
て
出
か
け
、
状
況
に
あ
わ
せ
て
使
用
す
る
。
キ
ャ
ー
サ
シ
に
も
内
側
に
カ
エ
シ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
キ
ャ
ー
サ
シ
を
使
っ
て
ア
ワ
ビ
を
突
き
刺
す
と
き
は
、
肉
の
部
分
を
突
く
が
、
で
き
る
だ
け
い
た
ま
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

サ
ザ
エ
は
、
先
端
が
四
本
に
分
か
れ
た
鉄
製
の
「
サ
ザ
エ
ハ
サ
ミ
」
と
よ
ば
れ
る
道
具
で
は
さ
ん
で
採
取
す
る
。
サ
ザ
エ
ハ
サ
ミ
も

大
小
数
本
を
準
備
し
て
い
る
。

ワ
カ
メ
は
ワ
カ
メ
切
り
専
用
の
「
カ
マ
」
で
刈
り
、
そ
の
あ
と
、
カ
マ
を
用
い
て
船
上
に
ひ
き
あ
げ
た
。

（
四
）
そ
の
他
の
聞
取
り

カ
ツ
ギ
に
よ
る
イ
セ
エ
ビ
の
捕
獲
は
「
カ
ギ
」
を
用
い
て
か
け
取
る
。
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カ
ツ
ギ
に
よ
る
魚
突
き
は
「
ツ
バ
ク
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
離
頭
銛
を
用
い
る
。
柄
は
竹
材
。
主
な
捕
獲
の
対
象
は
ヒ
サ
ダ
イ
・
イ
シ
ダ

イ
・
ヤ
ー
ノ
イ
オ
・
オ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。

漁
船
は
小
ヶ
倉
に
近
い
深
堀
の
船
大
工
に
注
文
し
て
建
造
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

（
五
）
ま
と
め

本
調
査
は
昭
和
五
十
二
年
七
月
三
十
日
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
内
容
は
、
同
地
在
住
の
明
石
三
之
松
氏
か
ら
の
聞
取
り

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
の
聞
取
り
は
、
上
述
の
通
り
大
瀬
戸
町
と
同
系
の
家
船
の
人
達
の
定
住
地
で
あ
る
た
め
、
使
用
す
る
漁
具
の
名
称
、
形
態
な

ど
の
詳
細
は
長
崎
県
西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町
向
島
下
波
の
項
に
同
じ
で
あ
る
た
め
、
簡
単
な
調
査
に
と
ど
め
た
。

小
括
（
お
わ
り
に
）

本
稿
は
長
崎
県
西
彼
杵
郡
の
沿
岸
諸
地
域
に
お
い
て
、「
家
船
」
で
暮
ら
し
な
が
ら
伝
統
的
な
磯
漁
（
見
突
き
漁
・
ホ
コ
ツ
キ
）
を

お
こ
な
っ
て
き
た
四
地
域
の
調
査
結
果
で
あ
る
。

過
去
に
お
い
て
「
家
船
」
で
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
話
者
か
ら
の
直
接
の
聞
取
り
を
中
心
に
し
た
。
調
査
当
時
は
す
で
に
岡
に
あ
が

二
七

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
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っ
て
定
住
生
活
を
し
て
い
る
家
族
の
方
々
で
あ
っ
た
が
、
海
上
を
移
動
し
、
波
を
枕
に
暮
ら
し
て
き
た
経
験
者
の
方
々
か
ら
伺
っ
た
体

験
談
は
貴
重
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

特
に
「
カ
ガ
ミ
」（
箱
眼
鏡
）
導
入
以
前
に
は
「
ト
ラ
シ
ア
ブ
ラ
」
と
い
っ
て
、
エ
イ
の
内
臓
（
キ
モ
）
な
ど
か
ら
と
る
油
を
海
面

に
流
し
、
風
が
と
ま
っ
た
時
に
船
上
か
ら
海
中
、
海
底
を
見
定
め
て
魚
貝
藻
（
魚
介
）
類
の
捕
採
を
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
貴

重
な
聞
取
り
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、「
エ
イ
魚
を
煮
た
油
を
用
い
、
そ
の
残
り
は
灯
油
に
し
た
」
こ
と
は
『
日
本
漁
業

史
論
考
』（
木
島
甚
久
著
・
六
十
頁
）
に
も
み
え
る
。

ま
た
、
も
と
「
家
船
」
で
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
大
瀬
戸
町
向
島
下
波
の
岩
瀬
浅
蔵
氏
の
よ
う
に
、
ア
ワ
ビ
採
取
を
ホ
コ
ツ
キ
で
お

こ
な
う
に
際
し
て
、
三
種
類
も
の
漁
具
を
準
備
し
て
出
漁
す
る
な
ど
、
ア
ワ
ビ
採
取
の
重
要
性
と
、
専
門
化
し
て
い
る
こ
と
を
象
徴
的

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
上
述
し
た
よ
う
に
「
民
具
は
、
そ
れ
を
使
用
す
る
〈
ヒ
ト
〉
が
専
門
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
分
化
し
、
数
が
増
え
る
」
と

い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、「
す
べ
て
の
仕
事
に
お
い
て
使
用
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
民
具
は
そ
れ
を
使
う
〈
ヒ
ト
〉
が
専
門
化
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
細
分
化
す
る
」
と
い
う
民
具
増
加
の
法
則
性
が
そ
こ
に
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
専
門
化
は
分
業
化
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
辻
井
善
弥
氏
が
筆
者
と
同
じ
話
者
か
ら
の
聞
取
り
調
査
の
結
果
と
し
、
同
地
で
は
ア
ワ
ビ
採
取
用
具
が
四

種
類
も
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、『
磯
漁
の
話
』注（5）
に
よ
れ
ば
、
大
瀬
戸
町
で
は
「
ホ
コ
ツ
キ
」
で
ア
ワ
ビ
採
取
を
す
る
際
に
四
種
類
の
採
取
用
具
が
あ
る

と
記
録
し
て
い
る
。
具
体
的
に
み
れ
ば
、
第
一
は
「
オ
オ
ゾ
」注（6）
ま
た
は
「
オ
オ
ブ
ト
」
と
呼
ぶ
、
ア
ワ
ビ
を
突
き
挾
む
機
能
を
も
つ
も

の
で
、
二
本
の
鉄
棒
の
間
に
ア
ワ
ビ
を
挾
み
込
ん
で
採
取
す
る
道
具
で
あ
る
。
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第
二
は
「
ヒ
ラ
オ
コ
シ
」
と
よ
ば
れ
る
箆
状
の
も
の
で
、
平
坦
な
岩
に
ア
ワ
ビ
が
付
着
し
て
い
る
時
に
使
用
す
る
も
の
で
、
先
端
部

の
そ
り
が
大
き
い
所
に
特
色
が
あ
る
。「
ヘ
ラ
形
」
の
も
の
で
あ
る
。（
写
真
参
照
）

第
三
は
「
キ
ャ
ー
サ
シ
」（
カ
イ
サ
シ
）
と
呼
ば
れ
る
道
具
で
、
岩
に
付
着
し
て
い
る
ア
ワ
ビ
を
裏
返
し
た
あ
と
、
ア
ワ
ビ
の
肉
の

部
分
を
突
い
て
船
上
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
小
さ
な
ホ
コ
を
い
う
。

第
四
は
、
ア
ワ
ビ
を
引
っ
か
け
て
岩
礁
か
ら
取
る
「
カ
ギ
」
で
「
キ
ャ
ー
サ
シ
」
と
あ
わ
せ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
カ
ギ
」
は
上
述
の
通
り
、
比
較
的
新
し
い
漁
具
で
あ
る
と
い
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
に
三
種
類
な
い
し
四
種
類
も
の
漁
具
を
使
用
し
て
ア
ワ
ビ
採
取
を
お
こ
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、

「
家
船
」
で
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
、
ア
ワ
ビ
の
捕
採
が
い
か
に
重
要
な
漁
獲
対
象
物
で
あ
っ
た
か
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

我
が
国
沿
岸
に
お
い
て
、
ア
ワ
ビ
が
生
息
し
て
い
な
け
れ
ば
、
磯
漁
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
伝
統
的
な
発
達
を
み
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
え
よ
う
。参

考
文
献
及
び
引
用
文
献

注

(１)

野
口
武
徳
『
漂
海
民
の
人
類
学
』
弘
文
堂
　
一
九
八
七
年

二
九

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[=]

田
　
T



(２)

木
島
甚
久

じ
ん
き
ゅ
う『
日
本
漁
業
史
論
考
』
誠
美
書
閣
　
五
二
頁
　
一
九
四
四
年

(３)

前
掲
書
注
(１)
に
同
じ

(４)

拙
著
『
日
本
蜑
人
伝
統
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
　
五
一
四
頁
　
一
九
九
〇
年

(５)

辻
井
善
弥
『
磯
漁
の
話
』
北
斗
書
房
　
一
九
七
七
年

(６)

注
(２)
に
示
し
た
『
日
本
漁
業
史
論
考
』
中
に
は
「
オ
ゾ
ウ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

（
た
な
べ
　
さ
と
る
　
本
学
教
授
）

千
葉
経
済
論
叢
　
第
35
号

三
〇



三
一

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[=]

田
　
T

西中戸の集落点描
（中戸橋上より）

西中戸を望む
（手前は中戸瀬戸）

西中戸のホコツキ漁船



千
葉
経
済
論
叢
　
第
35
号

三
二ハコメガネ

（今浦）

写真右側より
一本目（右はし）
二本目
三本目
四本目
五本目
六本目
左より三本目
左より二本目
左はし

アワビオコシ
カイサシ
アワビオコシ
ホコ
アワビトリ
ホコ
ホコ
ワカメキリ
サザエハサミ

ホコツキをする
海辺又四郎氏

今浦のホコツキ漁具



三
三

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[=]

田
　
T

アワビ採取のカギ

ホコツキの漁船
（今後方で操船するのは奥さん）

ホコ　タコを捕獲する

サザエハサミでの漁



千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号

三
四

大瀬戸町向島下波点描

大瀬戸町向島で使用のホコツキ漁具

ツバクロ
（先端に

装着前）

ツバクロ
（先端に

装着後）

オオゾ
（二本・
一本は影）

サザエバサミ
（三本・
一本は影）

ヒラオコシ



三
五

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[=]

田
　
T 小ヶ倉字柳の

ホコツキ漁具

長崎市小ヶ倉字柳の
ホコツキ（漁船）

カギ・オオゾ（オオブト）
（向島）

左よりカギ・サザエハサミ・キャーサシ・
カマ（二本）向島にて


